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「情報の巨大集積化と利活用基盤技術開発」連携施策群における位置づけ

【2008年度までの連携枠組み】

【2009年度からの連携枠組み】

１



①爆発的な増加を続けるWeb 情報は、画像・映像等への多メ
ディア化が急速に進むと同時に、放送映像等の実世界情報と
相互に及ぼし合う影響も拡大し続けており、人類社会の観測・
調査・解析から新たな価値を創出するために必要不可欠な情
報源

②多メディアWeb情報の収集・蓄積、多メディア内容解析、高
並列計算環境上での大容量・高スループット解析基盤、なら
びにそれらに基づく有効な社会解析ソフトウェアの実現が必
須

課 題

社会学、言語学、リスク管理、マーケティング等多様な社会分析ニーズに応じるために、膨大な多メディ
アWeb 情報を収集、蓄積し多様な解析を可能とする多メディアWeb 情報解析基盤の構築と社会分析ソフト
ウェアの研究開発並びに実証を行う

目 的

多メディアＷｅｂ解析基盤の構築及び社会分析ソフトウェアの開発

２

多様なWeb上で観測される社会現象
（例：イラク大統領選挙への抗議活動）

Webによる社会現象の追跡調査
（例：「社会起業」の広がり）



研究開発内容・目標

多メディアＷｅｂ解析基
盤を構築し、それに基
づく社会分析ソフトウェ
アの開発を行うため、
（１）～（４）のサブテー
マに基づき研究開発を
実施する。

• 平成22年度中には、多メディアWeb解析要素技術ならびに基盤技術の基本設計を終
了し、社会分析ソフトウェアのプロトタイプ実装を行う。

• 平成24年度中には、多メディアWeb解析要素技術ならびに基盤技術の実用規模での
実装を行い、多メディア統合処理プラットフォーム上で統合し、社会分析ソフトウェアの
実証実験を行う。

研究開発内容

成果目標

３

Web

放送映像

学術研究
経済活動

マーケティング解析
社会現象分析 文化活動分析



多メディアＷｅｂ解析基盤ならびに社会分析ソフトウェアとは

• 多メディアWebの大規模・時系列的な収集・蓄積による社会分析の情報源
確保

• 多メディアWeb解析による、特定の話題の出現の検出、話題の発生・発
展・反響等の時系列的追跡（多メディアWeb情報のリーズニング解析）

• 解析結果ならびにその可視化等による社会分析ソフトウェアの実現

特 徴

４http://www.businessinsider.com/2009/1/us-airways-crash-rescue-picture-citizen-jouralism-twitter-at-work

MSNBC News (TV報道) 

画像・
映像の
追跡

内容
の追
跡

Webに投稿された画像から、テレビ報道や新聞報道などに
話題が広がっていった例（ハドソン川での飛行機事故）



期待される効果

• 社会学、言語学、経営学等、多様な学術分野におけるこれまでにない新たな
学術調査手法の創出が期待できる。

• また、これら調査により、従来手法では十分把握できなくなった国民生活の実
態を捉えることが可能となり、有効な政策の立案や新規ビジネスの創出につ
ながる。これにより業界の活性化や健全化がもたらされると期待できる。

• 多メディアWeb情報を用いたリーズニング解析により、テレビ番組やWeb上の
動画を通じて企業やコンテンツ制作者から発信された情報がどのように視聴
者・消費者に影響を与えたかを詳細に解析することが可能となり、高度なマー
ケティング手法、エンタープライズリスク管理手法等が現出する。

• 多メディア情報解析、大規模Web情報の時系列的収集・蓄積、高並列計算環
境を用いた大規模解析処理、ならびにそれらに基づく社会分析ソフトウェアの
実現を一貫して研究開発する事例は国内外において他に例を見ず、独自性
が高く、国際競争力の向上が期待できる。

５



研究開発体制

国立情報学研究所、東京大学、早稲田大
学の三機関を研究拠点として実施する

研究代表者：佐藤真一 教授

（国立情報学研究所）

構成員

長尾真 （国立国会図書館・館長）

牧野二郎（牧野総合法律事務所・弁護士）

小島啓二（株式会社日立製作所中央研究所・所長）

有川節夫（九州大学・総長）

Calton Pu（ジョージア工科大学・教授）
Nozha Boujemaa（INRIA Rocquencourt・Director of 
research)

産業、法曹、学術各分野より、有識者を迎

えたWebアーカイブ構築活用助言委員会を
設置し、成果を用いた学術調査への利用や

実サービス実施に対する要請、法制度的問

題点等に関する議論を行いつつ研究開発の

方針を定めていく予定

Ｗｅｂアーカイブ構築活用助言委員会

実施体制

６

西尾章治郎教授（大阪大学／本事業プログ
ラムオフィサー）を交えた進捗評価委員会を
立ち上げる予定

（１）多メディアＷｅｂ解析
要素技術に関する研究

学校法人早稲田大学

国立情報学研究所

（２）多メディアＷｅｂ
基盤技術に関する研究

国立大学法人東京大学
生産技術研究所

国立大学法人東京大学
生産技術研究所

学校法人早稲田大学

（３）多メディア統合処理に
関する研究

学校法人早稲田大学

国立情報学研究所

国立大学法人東京大学
生産技術研究所

（４）多メディアＷｅｂ解析の実
証評価に関する研究

国立情報学研究所

学校法人早稲田大学

国立大学法人東京大学
生産技術研究所

実証



研究開発計画
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平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

公募・審査

研究開発
体制の構築

②多メディアWeb解析要素技術・基盤技術の実装、
多メディア統合処理による統合

③ 社会分析ソフトウェアの実用規模の実証実験

拠点選定

①多メディアWeb解析要素技術・基盤
技術の基本設計、社会分析ソフト
ウェアのプロトタイプ実装

現在

・小規模実験により、多メディア
Web解析要素技術・基盤技術の有
効性の確認及び一部の設計を行
う。

・社会分析ソフトウェアのプロトタイ
プ実装を行う。

・多メディアWeb解析要素技術・基
盤技術の実現、多メディア統合プ
ラットフォームのプロトタイプ実装
を行う。

・社会分析ソフトウェアの実証シス
テムの実装ならびに小規模の実
証実験を行う。

・実用規模の多メディアWeb解析要素技
術・基盤技術の実装並びに多メディア統
合プラットフォームへの実装を行う。

・社会分析ソフトウェアの実装、実用規模
での評価環境の構築、並びに実証実験・
評価を行う。


